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【一太郎 2019編】
小学校で習わない漢字を素早くチェックするマル秘テク

学校や塾のプリントなど、子ども向けに文書を作る際には、まだ習っていない漢字はひら

がなにしたり、ふりがなをふったりする必要があります。

すべての漢字を確認しながら作業するのは大変ですが、校正機能やふりがなをふる機能を

利用すれば、素早く完了します。一太郎 2019 は最新の「学年別漢字配当表」に対応して
います。

1．［ツール－文書校正－文書校正の設定］を選択します。

↓

2．［新規作成］をクリックします。

↓
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3．［校正設定名］に設定に付ける名前を入力します。［元となる校正設定名］を選択し、
［OK］をクリックします。
※ここでは、［簡易（誤字脱字など）］を選択しました。

↓

4．［用語基準］タブの［漢字基準］で、対象となる学年を選択し、［OK］をクリックします。
※ここでは、小学 2年生向けの文書として、該当する学年を設定しました。

↓
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5．校正設定が追加されたことを確認し、［終了］をクリックします。

↓

6．［ツール－文書校正－文書校正の実行］を選択し、新たに作成した校正設定を選んで、
［実行］をクリックします。

↓



- 4 -

7．文書校正が実行され、［指摘表示］ダイアログボックスが表示されます。［ジャンプパ
レットに一覧を表示する］がオンになっていることを確認し、［閉じる］をクリックします。

↓

8．ジャンプパレットに指摘項目が表示されるので、修正したい指摘個所をクリックします。

↓



- 5 -

9．指摘理由はツールパレットの［校正］パレットに表示されます。置換候補を選択して
［置換］をクリックします。置換候補は直接入力することもできます。

↓

10．修正が反映されました。
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※漢字をひらがなにするのではなく、ふりがなをふりたい場合は、［書式－ふりがな－す

べての単語］を選択し、［ふりがな対象］で［学年別漢字配当］をクリックします。小

学 2 年生向けであれば、［小学三年以上で習う漢字にふりがなをふります］を選んで実
行すれば、文書中の該当する漢字にふりがなをふることができます。


